2010年度No.8【最新情報コーナー】11月1日～11月30日

＊警察庁
警察庁生活安全局科学警察研究所犯罪行動科学部

・「子ども対象・暴力的性犯罪の出所者」の再犯等に関する分析（11月4日）
http://www.npa.go.jp/safetylife/seianki/saihanboushi20101104.pdf
・平成21年の犯罪（11月12日）
http://www.npa.go.jp/toukei/keiki/hanzai_h21/h21hanzaitoukei.htm
＊産経新聞
・児童虐待防止法１０年　救えぬ命…実態把握に立ちはだかる壁（11月20日）
http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101120/crm1011201351014-n1.htm
・【何が虐待へ向かわせるのか】（１）「産後鬱で暴力的な衝動」　わが子に「負の刃」（11月22日）http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101122/crm1011222137015-n1.htm
・【何が虐待へ向かわせるのか】（２）多胎児の子育て　積み重なる負担、孤立化（11月23日）http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101123/crm1011232154008-n1.htm
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・【何が虐待へ向かわせるのか】（３）子育ての「私事化」　地域・社会から切り離され（11月24日）http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101124/crm1011241919025-n1.htm
・【何が虐待へ向かわせるのか】（４）孤立を防ぐ　「虐待しなかったのはネットのおかげ…」（11月25日）http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101125/crm1011251820023-n1.htm
・【何が虐待へ向かわせるのか】（５）保健師のいる街　家庭訪問で悩み発見（11月26日）http://sankei.jp.msn.com/affairs/crime/101126/crm1011261850026-n1.htm
＊読売新聞
・12歳命のメッセージ（11月2日～11月13日）
桐生市の小学６年の女子児童が自殺した。前途ある１２歳の少女がなぜ、死を選ばなければならなかったのか。学校はなぜＳＯＳを見過ごしたのか。悲劇の背景を追うシリーズ。
【1】SOSの訴え　死後続々（11月2日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101102-OYT8T00094.htm
【2】情報出さずに「調査中」（11月3日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101103-OYT8T00139.htm
【3】「母が外国人」好奇の目（11月4日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101104-OYT8T00097.htm
【4】マフラー、母への愛か（11月5日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101105-OYT8T00052.htm
【5】指導、無視する児童（11月8日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101107-OYT8T00815.htm
【6】学校に行かない選択も（11月10日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101110-OYT8T00139.htm
【7】いじめ・・・癒えない傷（11月12日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101112-OYT8T00056.htm
【8】学校へ不信感ぬぐえず（11月13日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101112-OYT8T01116.htm
【識者に聞く１】典型的な学級崩壊(11月17日)

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101117-OYT8T00013.htm
【識者に聞く２】学校のルール明示を（11月18日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101118-OYT8T00117.htm
・児童虐待、世代超えて連鎖させない（11月4日）

http://www.yomiuri.co.jp/komachi/childcare/cnews/20101104-OYT8T00241.htm
・虐待防止これから（上）家庭支援　行政と住民協力（11月4日）

http://www.yomiuri.co.jp/komachi/childcare/cfeature/20101104-OYT8T00538.htm
・虐待防止これから　（中）養育する大人が足りない（11月5日）

http://www.yomiuri.co.jp/komachi/childcare/cfeature/20101105-OYT8T00199.htm
・虐待防止これから　（下）親の自己肯定感取り戻す（11月6日）
http://www.yomiuri.co.jp/komachi/childcare/cfeature/20101106-OYT8T00154.htm

・「いじめ隠さず対応を」小６自殺で文科省通知（11月10日）

　文部科学省は９日、都道府県教育委員会などに対し、いじめの兆候をいち早く把握して迅速に対応することや、いじめ問題が生じた場合、隠さずに家庭・地域と連携するよう求める通知を、１０日に出すことを決めた。

　群馬県桐生市の小学６年生、上村明子さん（１２）が自殺した問題で、同市教委が「いじめがあった」と認めるまでの間、対応が遅れたことを受けたもので、８日の同市教委の調査結果発表から異例のスピード対応となった。

　通知は、上村さんのケースのほか、今年６月に川崎市の市立中学３年の男子生徒（当時１４歳）が自殺し、学校でいじめに遭っていた事実が確認されたことにも言及。「いじめはどの学校でも、どの子にも起こりうる」ことを前提に、すべての学校で児童生徒にいじめの有無を聞くアンケートを実施するなど、いじめの実態把握と早期対応の徹底を求めた。
http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20101109-OYT1T01281.htm
・若者の乳児殺害、後を絶たず　奈良の男女書類送検　専門家「相談窓口周知を」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月16日）
警察庁によると、産み落としを含む１歳未満の乳児が殺害された事件は、２０００年に３３件だったが、その後、年間２０～３０件を推移。０９年にも１７件起きている。

　児童虐待を検証した厚生労働省の専門委員会の調査では、子供を殺害した理由の約３割が「望まない妊娠・計画していない妊娠」、約２割が「１０代の妊娠」だったことが判明。「家族、職場、学校に知られたくなかった」「どうしてよいかわからなかった」などと、動機を話しているという。

　全国の保健所や民間団体、産婦人科でも妊娠に関する相談窓口を設けているが、厚労省虐待防止対策室は「相談できる場所があることを知らない人が圧倒的に多い」と説明。妊娠する可能性のある世代に対して、望まない妊娠を防ぐ性教育を充実し、相談しやすい体制の整備や周知の必要性を指摘する。

　柏女霊峰・淑徳大教授（子ども家庭福祉論）は「望まない妊娠で悩む女性に、周囲がいかにして手を差し伸べるかが課題。未成年者は、親や教師など身近な存在ほど、相談しにくいため、学校教育の中で、『性』や『命』について教え、相談窓口などの情報を提供する必要がある」と話す。
http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/news/20101116-OYT8T00477.htm
・いじめ発見に教師用研修プログラム（11月19日）

　いじめ問題が深刻化する中、文部科学省は、いじめの早期発見と解決のため、組織的対応を強調した教師用研修プログラムのモデルを今年度中に作る方針を決めた。

　担任教師だけでは対応が後手に回ることが多いためだが、教育現場では近年、「Ｑ―Ｕ」という心理テストなどを活用し、子供の状況を把握しようという試みが一定の効果を上げている。[image: image2.jpg]%) [FHEEFLTLDOTE]
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　傷ついた子供の心を周囲が気づいてやれるかどうか。学校の対策のスタート地点は、まずそこにあるようだ。

　◆文科省も新対策◆

　同省は、群馬県桐生市の小学６年生・上村明子さん（１２）が自殺した問題で、いじめに対する学校側の対応が遅れていたことなども、研修プログラムを検討する上で参考にする。プログラムでは、教職員がチームを組んでいじめや不登校に対応し、病院や警察と連携するなど、体系的に対策を習得できる内容を目指す。

　特に小学校は、担任１人でクラスの問題を抱え込む傾向が強いとされ、組織的な指導を強調する。同省では「組織的に問題にあたる中核を担う教員を育成したい」としている。

　◆Ｑ―Ｕの主な質問
・あなたは運動や勉強などでクラスの人から認められる（すごいなと思われる）ことがありますか。
・失敗した時、クラスの人が励ましてくれることがありますか。
・クラスの人に嫌なことを言われたり、からかわれたりして、つらい思いをすることがありますか。
・クラスの人に暴力を振るわれるなど、つらい思いをすることがありますか。

　◆Ｑ―Ｕとは

　早大の河村茂雄教授が１９９６年に開発した心理テスト「楽しい学校生活を送るためのアンケート」の通称。英語名「Questionnaire―Utilities」の頭文字に「級友」をかけた。
http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20101118-OYT1T01227.htm
・一時保護所で子どもの暴力約２割…立教大が６８施設を調査（11月26日）
虐待を受けた子や非行に走った子どもたちを受け入れる児童相談所の一時保護所の２割近くで、子どもによる暴力の問題が起きていることが、立教大学の浅井春夫教授らの調査で明らかになった。27日の日本子ども虐待防止学会で発表する。
　浅井教授らの研究グループは今年9月、全国124か所の一時保護所に調査表を送り、68か所から回答を得た。特定の１週間に限って、保護された子どもが別の子どもに対して傷ができるほどの暴力を振るったケースがあったかどうかを尋ねたところ、16％の保護所で暴力問題が発生していた。子どもの職員に対する暴力も、18％の施設であった。

　また、昨年度１年間について、事故報告書に記録されている暴力問題があったかどうかも調べた。児童間の暴力は35％、職員に対する暴力は43％の保護所で発生していた。１日当たりの平均入所児童数が多い保護所ほど、暴力問題の発生件数が多い傾向が見られた。

　浅井教授は、「虐待を受けていた子どもが安心して過ごせる場所であるべき一時保護所で、暴力問題が発生しているのは見過ごせない。施設整備や子どもへの対応方法など、保護所のあり方を見直す必要がある」と指摘する。

　一時保護所　児童相談所が18歳未満の児童を虐待などから保護し、児童養護施設への入所や家庭復帰などの処遇を決めるまで、子どもたちが生活する場所。現在は全国に125か所。児童福祉法では一時保護の期間は原則2か月以内とされているが、1年以上に及ぶケースもある。全国の平均在所日数は28日。保護中、子どもたちは通学できない。

http://www.yomiuri.co.jp/komachi/childcare/cnews/20101126-OYT8T00680.htm
家族ってなに？

・上）里親　進まぬ理解に涙（11月26日）

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/tokyotama/feature/hachioji1290697047245_02/news/20101125-OYT8T01220.htm
・中）傷残る里子　悩む里親（11月27日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/tokyotama/feature/hachioji1290697047245_02/news/20101126-OYT8T01252.htm
・下）里子地域で育てよう（11月28日）
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/tokyotama/feature/hachioji1290697047245_02/news/20101128-OYT8T00085.htm
＊朝日新聞
・「貧困問題」が裏にある　児童虐待の発見・予防でシンポ（11月4日）

児童虐待の早期発見と予防を考えるシンポジウムが３日、大分市であり、貧困と虐待の関係や虐待防止に向けた取り組みについて専門家ら３人が意見を交わした。いじめや虐待の無料相談に取り組む同市のＮＰＯ法人子どもいじめ・虐待相談センター・大分（ＢＡＰＯＯ）が主催した。 

　前半は、事故や虐待で親と生活できない子どもを受け入れる中津市の児童養護施設、清浄園長の出納皓雄（あきお）さんが講演。「虐待の裏には貧困問題がきっちり根を張っている」と指摘し、「親の必要条件は、様々なものを受容できるためのゆとり。貧困を生み出した社会に目を向けず、虐待を親のみの責任にするのは問題」と話した。 

　後半は、心療内科医でＢＡＰＯＯ理事長の丹生聖治さんと大分大学教育福祉科学部教授の山岸治男さんが加わったパネルディスカッションがあった。丹生さんは「教育は親から受けたものしか出てこない。虐待を受けた子どもが親になって虐待の連鎖が起きている」と警鐘を鳴らし、山岸さんは「これらの分野は政治での関心が薄い。立法機関や行政により訴えていく必要がある」と主張した。 

http://mytown.asahi.com/areanews/oita/SEB201011030035.html
・小６自殺、桐生市教委の報告「不十分」文科省指導（11月10日）

　群馬県桐生市の市立小学校６年、上村明子さん（当時１２）が自殺した問題で、文部科学省は９日、同市教委が８日に明らかにした調査報告では不十分だとして、さらに詳しく調査して追加報告するよう県教委を通じて市教委に指導した。 
　同省は市教委の報告について、「学校側が時系列でどう対応したかほとんどわからない」（児童生徒課）とし、再発防止のために詳しい事実関係を把握する必要があると判断した。 

　同省は、北海道滝川市で起きた小６女児の自殺などをきっかけに２００６年、「担任や学校がいじめを抱え込まず、他の教師や教委と連携して対応する」「学校でいじめを把握した場合はすみやかに保護者、教委に報告する」との通知を全国の教委に送っている。１０日、この通知内容を再度周知するとともに、埋もれているいじめを掘り起こすための全児童対象のアンケートを実施するよう改めて求める通知を出す。（青池学） 

http://www.asahi.com/national/update/1110/TKY201011090564.html
・いじめられる子もいじめる子も救いたい（11月12日）

　鈴木真理（政策研究大学院大保健管理センター教授で内科医。1954年、防府市生まれ。専門は内分泌学で、摂食障害の治療や研究に当たってきた。）
防府市で１０月に催された県中学校長会で、「思春期のこころとからだ」というテーマで講演をする機会を頂戴（ちょうだい）しました。多忙な校長先生方が自ら企画や会場設営をされ、学習指導から学校経営まで熱心に協議され、頭が下がる思いでした。

　首都圏の公立学校の管理職研修会で先生方に忙しい理由を尋ねたところ、１位は各種クレーム処理の対応でした。また、管理職が見た現場教員が忙しい理由は学童の個々の案件の対応でした。一方、全国ＰＴＡ会員へのアンケートでは、教員は職員会議で忙しいという異なった認識を持っていました。

　長男が小学生の頃、「先生を助けてあげて」と、私に頼んできたことがありました。児童の私語や勝手な行動で授業は妨害され、いじめや暴力がありました。授業内容に注文をつける保護者もおり、近隣から音楽授業がうるさいというクレームもあって、先生が参っているとのことでした。学校だけが苦労して解決できる域を超えていました。保護者が順番で授業参観に行ったり、有識者がアイデアを伝授したり、協力連携が必要だと思いました。

　しかし、そのためには教育委員会や学校自身が問題を抱えていることを認めなければ始まりません。児童生徒の自殺のニュースの際に、学校が判で押したように「いじめはありませんでした」と答えることに失望しているのは私だけではないでしょう。

　自然科学では「ない」と言い切ることは危険です。なぜなら、１０個調べて１個あれば、残り９０個調べなくても「あり」と言えます。しかし「ない」というためには１００個全部調べなければならず不可能です。学校はいじめの発生には責任はありません。発覚後に、学校、ＰＴＡ、専門家が迅速に協力して、いじめられている子の苦痛だけでなく、いじめる子の心の弱さや闇に有効に対処することが求められているのです。

　　私は医師として、被害生徒を自宅待機させ、いじめが解消しないので母親の実家のある町の中学に転校させた経験があります。そこで良い友人に恵まれて元気になり、元の中学に復学しました。いじめには辛抱しないで、一時撤退も得策です。

http://mytown.asahi.com/yamaguchi/news.php?k_id=36000631011120001
・第三者による調査機関　全国の例を見ると（11月18日）
http://mytown.asahi.com/gunma/news.php?k_id=10000001011180002
・いじめ「解決率」も公表へ、自治体努力促す　文部科学省（11月18日）
http://www.asahi.com/edu/news/TKY201011170495.html
文部科学省は１７日、子どものいじめについて、これまで毎年公表してきた都道府県別の把握件数に加え「いじめ解決率」を来年から新たに公表する方針を固めた。群馬県桐生市でいじめを受けた小６女児が自殺したのを受け、各教育委員会、学校による対策を一層進める必要があると判断。都道府県別の解決率を公表し、どこが成果を上げたかを明らかにすることで、自治体の努力を促す考えだ。 
　文科省は毎年実施している児童生徒の「問題行動調査」で、小中学校、高校、特別支援学校が把握したいじめの件数を都道府県別に集計・公表している。一方、把握したいじめのうちどれだけが解決に至ったかを示す「解決率」は全国平均しか公表されていなかった。昨年度は前年度比０．３ポイント減の７９．５％だった。

・学級崩壊、深刻な状態　桐生の小６自殺（11月20日）
　桐生市立小学校６年の上村明子さん（当時１２）が自宅で自殺し、学校側が「いじめがあった」と認めた問題で、学校が調査して市教育委員会に提出した報告書の内容が明らかになった。それによると、明子さんのクラスは、児童が担任の女性教諭に逆らい、暴言を吐くなど「学級崩壊」が深刻な状態に陥り、明子さんはそのなかで孤立を深めていった様子がわかってきた。

　学校が教職員や児童、保護者からの聞き取りなどをもとに作成した報告書からは、学級崩壊が次第に深刻化していった様子が見て取れる。

　報告書によると、明子さんの学級はクラス替えをした直後の４月当初から、すでに落ち着きがなく、姿勢の悪い児童が目立った。

　学校側が事態を把握したのは７月。担任が生徒指導主任に「担任が席を決めても従わない児童が増え、担任に暴言を吐くなど態度の悪さが見られるようになってきた」と報告した。

　報告書によると、担任の報告を受け、生活指導部会で対応を検討し、校長や他の教諭も加わった「チーム・ティーチング（複数指導）」で学級の運営に当たることなどを話し合った。

　しかし、夏休みをはさんだ２学期、状況はさらに悪化する。８月下旬、女子児童の一部が、担任に対して反抗的な態度をとったり、担任の発言に対する揚げ足取りをするようになった。

　ある保護者によると、担任に「うるせえ、くそばばあ」と暴言を吐く児童や、同級生に静かにするように注意されると文句を言う児童がいた。授業中に鏡を出して髪を整えたり、授業参観の時に教室の外に出て行き、担任に注意されたりするなど落ち着きのない様子も見られたという。

　報告書によると、９月に入ると教室が非常に汚く、乱れていることが多くなり、数人の児童が５年生の時の担任に「授業にならないことがある」と相談に行くほどになった。市教委の説明では、１８日の運動会後は興奮からか、さらに落ち着きがなくなったという。

　報告書によると、学校側は９月から立て続けに対策を打った。８日の生活指導部会で委員会活動や他学年との交流など６年生の活躍の場を増やすことを決めた。

　２７日には校長や教頭、隣の学級の担任も指導に乗り出した。２８日から机を８列から６列に減らして隣の席との間隔を広げた。授業中の私語をなくすためだ。

　１０月５日から、複数指導が本格始動した。市教委によると、国語の授業は別の教諭が担当し、担任は４年生の算数の授業に回った。体育の授業には別の教諭が加わった。

　その後、学校は明子さんが泣いて訴えた「１人で給食を食べている」状態の対応に追われることになる。学級崩壊の状態は、明子さんが亡くなるまで続いた。

　報告書によると、明子さんはクラスでは友達の輪に入らず１人で過ごすことが多く、休み時間には特別支援学級によく遊びに行き、「自分から仲間に入ってこない」「休み時間は１人でどこかに行ってしまうので、交流を持ちにくい」と話す児童もいた。

　「うざい」「きもい」――。落ち着きを失った学級で飛び交う言葉は、普段から孤立しがちな明子さんにも向けられた。「原始人」「臭い」などとも言われた。

　市教委によると、明子さんや父親から６月の修学旅行の後、「嫌なことを言われている」と学校に相談があった。担任はクラスで「嫌なことはしないようにしましょう」と指導した。その後しばらくは明子さんからの訴えがなくなり、「いじめ」との認識はなかったという。

　学級崩壊への対策が本格化した９月。２８日に席替えをした後、明子さんは給食の時に１人になった。

　報告書によると、それまで給食は班ごとに食べていたが、２８日から何となく机を寄せるようになり、明子さんは１人に。担任が班で食べるよう指導しても児童が従わず、１０月１４日に再び席替えを実施。だが再び明子さんが１人になりそうだったため、担任が児童に声をかけ、１人が一緒に食べた。しかし週明けの１８日、明子さんはまた１人になり、１９、２０日は欠席した。

　２１日の校外学習の朝、同級生から「何でこういう時だけ来るんだ」と言われ、明子さんは大声で泣きながら「私は給食を１人で食べている」と訴えた。１９日に明子さんがレンタルビデオ店にいるのを見た児童がいたという。

　管理職や他の教諭はこの時初めて給食で１人になっていたことを知った。市教委によると、訴えを聞いたのは担任ではない教諭だったという。

　報告書によると、その後、明子さんは駅で電車を待っている時に泣いており、電車の中で１人でドアのそばに立ち窓の外に目を向けていた様子を児童が見ていた。昼食は教務主任が隣に座り、会話をしながら食べた。

　担任は校外学習後、学校に戻ってきてから「言われた人の気持ちを考えて話そう」と指導し、明子さんの父親にも報告した。

　この日、明子さんが給食時に孤立していることが校長の耳にも入り、給食は全員黒板の方を向いて食べさせることにした。翌２２日、明子さんは再び欠席。市教委によると、給食の取り方を変える方針を伝えられぬまま、２３日の昼、明子さんが自宅で首をつっているのが見つかった。

　市教委によると、明子さんは１～４年生では１年間に３０～５０日前後学校を休んでいたが、５年生では１８日間、６年生では６日間と欠席は減っていた。校長は８日の記者会見で「欠席がほとんどなくなり、通常の学校生活を送っていた。小さい子の面倒をみたり、掃除の班長や委員会の仕事など一生懸命やっていた」と話した。

　■明子さんが亡くなるまでの経緯（市教委への報告などから作成）

　【４年生】

　秋　愛知県から桐生市の市立小学校に転入

　【６年生】

　７月　クラスの一部児童が担任に暴言を吐くなど態度が悪くなる

　８月下旬　クラス全体のまとまりが欠ける状態になる

　９月　教室が非常に汚く、乱れていることが多くなる

　９月２８日　席替えを機に給食時に孤立。担任の指導などで他の児童と食べることもあったが、１０月１８日には再び孤立

　１０月１９、２０日　欠席

　１０月２１日　校外学習に参加し、同級生に「何でこういう時だけ来るんだよ」と言われる。大声で泣き、担任に「私は給食を１人で食べている」と訴える。父親が担任に電話で相談する

　１０月２２日　欠席

　１０月２３日　自宅で首をつって亡くなる

・いじめ防止へ緊急アピール、学校に配布・・・さいたま市教委（11月22日）
　群馬、千葉両県で、いじめを受けていた小中学生の自殺が相次いだことを受け、埼玉県さいたま市教育委員会は１９日、「とても大切なあなたたちへ」と題した緊急アピール文を市立の小中高校と特別支援学校全１６４校に配布した。

　アピール文には、〈１〉嫌いだからといって、いじめるのは人としてやってはいけない〈２〉いじめられていると思っている人は、必ず周りの大人に相談する〈３〉いじめを見たら、勇気をもって周りの大人に知らせる〈４〉苦しいときは、誰でもいいから相談する――との４項目を盛り込んだ。

　市教委は各校に対し、２４時間対応のいじめ相談窓口（電０５７０・０７８３１０）の案内を含め、児童・生徒に徹底させるよう求めた。言動の変化など子どもが発する危険サインをチェックするシートも用意し、保護者に渡すよう指示した

http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/news/20101122-OYT8T00671.htm
・【識者に聞く1】典型的な学級崩壊（11月17日）教育評論家　尾木直樹氏http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101117-OYT8T00013.htm
・【識者に聞く2】学校のルール明示を（11月18日）群馬大学　懸川武史教授http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101118-OYT8T00117.htm
・【識者に聞く3】なれあいが生むいじめ（11月19日）早稲田大教授 河村茂雄氏
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101119-OYT8T00088.htm
・【識者に聞く4】つらい仲間はずれ（11月20日）新潟青陵大学教授　碓井真史氏http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101120-OYT8T00121.htm
・【識者に聞く5】カウンセラー人材不足（11月21日）メンタルヘルス・ケアセンターぐんまセンター長 多菊敏幸氏
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101120-OYT8T00907.htm
・【識者に聞く6】被害者狭い選択肢（11月22日）群馬医療福祉大学准教授　大野俊和氏
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/gunma/feature/maebashi1288626975446_02/news/20101121-OYT8T00746.htm
・小６自殺、私はこう見る～識者に聞く［上］（11月25日）

http://mytown.asahi.com/gunma/news.php?k_id=10000001011250001
・小６自殺、私はこう見る～識者に聞く［下］（11月26日）
http://mytown.asahi.com/gunma/news.php?k_id=10000001011260001
＊毎日新聞

・12歳のＳＯＳ：桐生小６女児自殺／上　学校の対応、後手に　／群馬（11月10日）
http://mainichi.jp/area/gunma/news/20101110ddlk10040164000c.html
・12歳のＳＯＳ：桐生小６女児自殺／中　遺品　／群馬（11月11日）
http://mainichi.jp/area/gunma/news/20101111ddlk10040156000c.html
・12歳のＳＯＳ：桐生小６女児自殺／下　２日前　／群馬（11月12日）
http://mainichi.jp/area/gunma/news/20101112ddlk10040126000c.html
・救え幼い命：「消えた子」どこへ／１　１１歳少女、団地で餓死　母親助け求めず　◇行政不信、今は後悔（11月21日）
http://mainichi.jp/kansai/news/20101121ddm041040098000c.html
・救え幼い命：「消えた子」どこへ／２　苦悩する教育現場　◇通報きっかけに支援も（11月22日）

http://mainichi.jp/select/jiken/news/20101122ddm041040059000c.html

・救え幼い命：「消えた子」どこへ／３　ＤＶ逃れても心に傷◇友達にサヨナラ言えず（11月23日）
http://mainichi.jp/kansai/news/20101123ddm041040061000c.html
・救え幼い命：「消えた子」どこへ／４止　親に生きる力を（11月27日）
http://mainichi.jp/select/wadai/news/20101127ddm041040069000c.html
・救え幼い命：「消えた子」どこへ／５止　追跡、社会全体で（11月27日）
◇虐待専門家が提言
　毎日新聞が今夏に全国主要７４都市に行った調査では、乳幼児健診を受けずに行政が安否や所在を確認できなかった乳幼児（０～３歳）は延べ３５５人。文部科学省の学校基本調査でも、１年以上居所不明で小中学校に通っていない子が３３８人いた。「消えていく」子どもたちに、社会はどう手を差し伸べればいいのか。児童虐待に詳しい西澤哲・山梨県立大教授（臨床福祉学）に聞いた。

　　■　　　■

　文科省の調査は毎年行われているのに、居所不明の児童の問題は長年、社会的に放置され関心が払われてこなかった。子どもが「消える」背景には、不安定な雇用や家族環境、貧困があり、児童虐待のリスクも非常に高い層だ。しかしまったくフォローできていない。

　現状では、乳幼児健診に来ない親に対する自治体のフォローがまちまちだ。家庭訪問を繰り返す自治体もあれば、電話や郵便だけで面談を試みない所もある。「子どもの権利侵害」との危機感が少ない。まずケアする仕組みを整えていこうという社会的な合意形成が必要だ。探すなら認可外保育所にも手を広げるなど徹底すべきだ。

　ただ、住民に乳幼児健診の意義をどう説明するかはジレンマがある。健診は本来、子どもの発育状況をチェックする住民サービスであり、虐待を発見する場ではなかった。あざなどを見て虐待がないかチェックしているということは多くの住民は知らずに受けている。虐待発見にかかわる健診の意義を強調すればするほど虐待をしている親、本当に支援が必要な親が健診に来なくなる恐れがある。

　子どもの行方を捜すときに壁となるのが「個人情報保護」だが、情報開示を拒む単なる口実になっていないか懸念している。児童虐待は人権侵害の最たるもの。調査権限はどこの行政機関が持つかは別として、電力会社や電話会社など、ライフラインを押さえているところに照会するのも一つの方法だろう。

　全国の児童相談所は、指導中の虐待家族が行方不明になると、「ＣＡ（Ｃｈｉｌｄ　Ａｂｕｓｅ＝児童虐待）連絡情報」として書類を交換している。しかし情報を一元管理している機関がなく、きちんとした照会制度にはなっていない。また（児童相談所を持つ大都市以外の）市町村が把握したケースはＣＡに上がってこない。まずＣＡ情報をデータベース化して、機能させるべきだろう。「消えた子」を社会で責任を持って追う仕組みが求められている。

http://mainichi.jp/kansai/news/20101127ddn041040012000c.html
・児相：昨年、一時保護所パンク　自治体の１／３、虐待増加で－－厚労省調査（11月21日）
　児童虐待や非行の子どもを受け入れる児童相談所（児相）の一時保護所について、昨年、「定員オーバー」を経験した自治体が全国の約３分の１に上ることが厚生労働省の調査で分かった。児童虐待の増加により、慢性的な不足で子どもの保護に支障が出る事もあり、専門家は「十分な態勢が必要だ」と指摘している。
　http://mainichi.jp/kansai/news/20101121ddn001040004000c.html
・学級崩壊：２２県「調査せず」　２７都府県、対応マニュアルなく－－全国教委アンケ
（11月22日）
　児童が勝手な行動をして授業が成立しない学級崩壊について、２２県が実態調査を一度もしていないことが、４７都道府県教育委員会（教育庁）への取材で分かった。また、２７都府県が学級崩壊への対応マニュアルを備えていなかった。文部科学省は学級崩壊への対応を各都道府県に委ねているが、自治体レベルでも対策が遅れている。
http://mainichi.jp/life/edu/news/20101122ddm001100068000c.html
・社説：いじめ　検証から防ぐ手だてを（11月22日）
　学校時代を思い出すのも嫌。自分をいじめた同窓生らを今も許せない－－。そんな傷心を抱いたまま多くの人々が成人しているとしたら、それが幸福な社会であるはずはない。いじめは、そこまで思いを致して取り組むべき問題なのだ。
　群馬県桐生市でいじめを受けていた小学６年生の少女が首つり自殺をした事件を機に、文部科学省は全国の小中高校に、いじめの把握と対策を改めて徹底するよう求めた。その直後の今月１４日、千葉県市川市で中学２年生の少年が自殺した。少年は学校のアンケートで、いじめ被害を明らかにしていた。

　市教委によると、今月１日のアンケートで「自分だけ集中的に何かされる」「暴言や悪口」「物を隠される」「訳もなくたたかれたりする」の４項目を選んだ。そして、いじめは続いているとし、１０日の担任面談で少年は加害生徒名を挙げた。「クラスは楽しい」とも言うので、学校側は加害側から事情を聴く予定だったが緊急性を感じなかったという。

　成績低下もあったといい、動機はひとくくりにはできないかもしれない。しかし、学校生活で継続的ないじめに遭っている少年のメッセージになぜ即応できなかったか。市教委は「いじめも要因の一つであると認識」というが、絶望の前に少年を受け止め支えるすべはなかったのか。

　外国出身の母を中傷され、自分も仲間はずれにされた桐生市の少女はひとりぼっちで給食を食べていた。彼女はその悲しさを泣いて訴えもしていた。だが学校側は当初「いじめという認識はなかった」とし、その後「調査結果」として「いじめがあった」と認めた。だが、自殺との関係は分からないとした。

　文科省はこれでは不十分だとし、市教委は第三者委員会を設け解明を図るという。ひとりで給食を前にした少女の目の高さで見てほしい。

　文科省は、いじめ自殺が相次いで表面化した０６年に「いじめはどの子、どの学校にも起き得る」との前提で調査するようチェックポイントも付け指示した。起きたら迅速な対応を求め、一見解決したようでも「陰湿ないじめが続いていることが少なくない」と継続指導も喚起していた。

　今回の両事件はそれとはずれた実情をのぞかせた。統計でいじめの件数は減っているのに現実には潜在化しているのではないか。文科省はそうみて、今回の事件前にも精密な調査を現場に求めたばかりだ。

　言うまでもないが、いじめは犯罪だという教育を改めて徹底したい。そして事例検証から未然防止、阻止の知恵や方策を引き出し共有するという、これまでなかなか定着しないルールをしっかり築きたい。

http://mainichi.jp/select/opinion/editorial/archive/news/20101122ddm004070017000c.html
・子供を守るには：虐待防止学会を前に／１　児童相談所　／熊本（11月23日）
http://mainichi.jp/area/kumamoto/news/20101123ddlk43040596000c.html
・子供を守るには：虐待防止学会を前に／２　里親　／熊本（11月24日）

http://mainichi.jp/area/kumamoto/news/20101124ddlk43040261000c.html
・子供を守るには：虐待防止学会を前に／３　保健師　／熊本（11月25日）

http://mainichi.jp/area/kumamoto/news/20101125ddlk43040626000c.html
・子供を守るには：虐待防止学会を前に／４止　役割果たす仕組みを　／熊本（11月26日）http://mainichi.jp/area/kumamoto/news/20101126ddlk43040528000c.html
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